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１．はじめに
箱根火山は伊豆半島の基部に位置する第四紀火山で，山頂部には南北１２ｋｍ，東西

８ｋｍの古期カルデラを有する．箱根火山の爆発的な噴火活動は，町田（１９７１），町田
ほか（１９７４）などによるテフラ層序学的研究から明らかにされ，このテフラ層序は，
南関東の地殻変動や海面変動などの第四紀の諸現象を議論するのに不可欠なものに
なっている．しかし，約５２ｋａ（中村ほか，１９９２）に噴出した箱根東京テフラ（Ｈｋ-ＴＰ，
Ｈｋ-ＴＰｆ１：町田・新井，１９９２）や，それに引き続く箱根中央火口丘テフラ群（Ｈｋ-ＣＣＰ
群：町田，１９７１）以降の噴火活動は小規模でテフラを広域に噴出しなかったため，大
磯丘陵などでは最近４万年間のテフラを確認することができない．Ｋｕｎｏ（１９５０）は，
地形の開析度なとがらカルデラ内の中央火口丘群を台ヶ岳，小塚山，神山，陣笠山，
駒ヶ岳，上・下二子山に分類した．これらの中で最も大型の成層火山である神山は，
他の中央火口丘と比べて長期間活動したものと考えられている．大木・袴田（１９７５）
は，神山の馬蹄形凹地内において大涌谷火砕流の噴出（２．９ｋａ）に伴って冠ケ岳が形成
されたとし，大涌谷火砕流が古期カルデラ西縁を乗り越え静岡県側にまで流下してい
ることから古期外輪山西斜面の重要な鍵層と考えた（Ｔａｂｌｅ１）．袴田（１９８１）は，こ
の大涌谷火砕流を冠ケ岳火砕流と記載するとともに，神山起源の火砕流堆積物中に含
まれる炭化木片の１４Ｃ年代をもとに，約２８ｋａ，２０ｋａ，１２ｋａ，６ｋａ，２．９ｋａに火砕流を噴出
したと報告している（Ｔａｂｌｅ１）．一方，上杉ほか（１９９２）は，古期外輪山西斜面の深
良川沿いに分布する３層の火砕流堆積物を上位から深良川第１～３火砕流，長尾峠西側に
分布する火砕流堆積物を長尾火砕流と記載し，いくつかの火砕流堆積物中に含まれる
炭化木片の１４Ｃ年代を報告している（Ｔａｂｌｅ１）．しかし，これらの報告ではテフラの層
位関係に基づいた火砕流堆積物の対比がなされておらず，またカルデラ内に分布する
火砕流堆積物との対比も行われていない．
本研究では，古期外輪山西斜面からカルデラ内北部（Ｆｉｇ．１）にかけて分布する中央

火口丘起源の火砕流堆積物と外来テフラの層序関係をまとめ，火砕流堆積物中に含ま
れる炭化木片の１４Ｃ年代をもとにしてその対比の再検討を行った．

２．箱根カルデラ内に分布する神山起源の火砕流堆積物
今回の調査では，箱根カルデラ内で６層の神山起源の火砕流堆積物（下位から箱根神

山１～５テフラ；Ｈｋ-Ｋｍ１～５，箱根冠ケ岳テフラ；Ｈｋ-Ｋｎ）を確認した（Ｔａｂｌｅ１）．
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台ケ岳林道（Ｌｏｃ．１６）は，Ｈｋ-ＫＪｎ１以上のテフラをほぽ連続的に確認できる露頭であり，
５層の神山起源の火砕流堆積物（下位からＨｋ-１くｍ１，２，４，５，Ｈｋ-Ｋｎ）のほかに姶良Ｔｎテ
フラ（ＡＴ）や富士火山起源のテフラが認められる（Ｆｉｇ．２）．上湯場西（Ｌｏｃ．１４）では
Ｈｋ-ＫＪＩの上位に４層の富士火山起源テフラ（下位から富士Ｓ-１０，１１テフラ；Ｓ，１０，Ｓ-１１，
富士砂沢テフラ；Ｚｕ，富士Ｓ-１８テフラ；Ｓ-１８）と，Ｓ-１０とＳ-１１の間にカワゴ平テフラ
（ＫｗＰ）を確認できる（Ｆｉｇ．２）．
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第 １ 図 箱 根 火 山 周 辺 地 域 の 地 形 図 と 観 察 露 頭 地 点
Ｆｉｇ．１・（ｔｏｐ）ｌｎｄｅｘｍａｐｏｆＨａｋｏｎｅｖｏｌｃａｎｏａｎｄａｄｊａｃｅｎｔａｒｅａ．

（ｂｏｔｔｏｍ）Ｔｏｐｏｇｒａｐｈｉｃｍａｐｏｆｔｈｅａｒｅａｏｆ７ｉｎｓｉｄｅｎｏｒｔｈＨａｋｏｎｅｏｌｄ
ｃａｌｄｅｒａｔｏｗｅｓｔｅｍｓｌｏｐｅｏｆｏｌｄｓｏｍｍａ．
Ｃｏｎｔｏｕｒｉｎｔｅｒｖａｌｉｓ２００ｍ．Ｓｏｌｉｄｃｉｒｃｌｅｗｉｔｈｎｕｍｂｅｒｓｈｏｗｓｔｈｅｌｏｃａｌｉｔｙｏｆｅａｃｈ
ｏｕｔｃｒｏｐ．Ｋｚ：Ｋｏｚｌｌｋａｙａｍａ，Ｄａ：Ｄａ泌ａｔａｋｅ，Ｋｎ：Ｋａｎｍｕｒｉｇａｔａｋｅ，Ｋｍ：Ｋａｍｉｙａｍａ，Ｚｉ：
Ｚｉｎ寥幌ｙａｍａ，Ｋｏ：Ｋｏｍａｇａｔａｋｅ．
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第 １ 表 過 去 の 研 究 で 記 載 さ れ た 火 砕 流 堆 積 物 の 対 比 表

Ｔａｂｌｅ１．ＣｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｐｙｒｏｄａｓｔｉｃｎｏｗｄｅｐｏｓｉｔｓｅｒｕｐｔｅｄｆｒｏｍＫａｍｉｙａｍａ．

Ｈｋ-Ｋｎ：Ｈａｋｏｎｅ-Ｋａｎｍｕｒｉｌｌａｔｌｌｋｅｔｅｐｈｒａ，｝ｌｋ-Ｋｍｌ～５：Ｈａｋｏｎｅ-Ｋａｍｉｙａｍａ１～５
ｔｅｒ）ｈｒａｓ，ＫｗＰ：Ｋａｗａｇｏｄａｉｍｔ叩ｈｒａ，Ｋ-Ａｈ：Ｋｉｋａｉ-Ａｋａｈｏｙａｔｅｐｈｒａ，ＡＴ：Ａｉｒａ-Ｔｎ
ｔｅｐｈｒａ．
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第 ２ 図 箱 根 カ ル デ ラ 内 外 の 代 表 的 な テ フ ラ 柱 状 図
Ｆｉｇ．２．Ｒｅ・ｐｌ７ｅｓｅｎｔａｔｉｖ（５ｃｏｌｕｎｍａｒｓｅｃｔｉｏｎｓｏｆｌａｔｅＱｕａｔｅｍａｒｙｔｅｐｈｌ７ａ／１ｏａｍ

ｓｕｃｃｅｓｓｉｏｎｓｉｎａｎｄａｒｏｕｎｄＨａｋｏｎｅｖｏｌｃａｎｏ．
Ｓ-１８：Ｆｕｊｉ-Ｓ-１８ｔｅｐｈｒａ，Ｚｕ：Ｆｕｊｉ-Ｚｕｎａｓａｗａｔｅｐｈｒａ，Ｓ-１０：Ｆｕｊｉ-Ｓ-１１ｔｅｐｈｒａ，ＫｗＰ：
Ｋａｗａｇｏｄａｉｒａｔｅｐｈｒａ，Ｓ-１０：Ｆｕｊｉ-Ｓ-１０ｔｅｐｈｒａ，Ｈｋ-Ｋｎ：Ｈａｋｏｎｅ-Ｋａｎｍｕｒ咆ａｔａｋｃｌｔｅｐｈｒａ，
Ｋ-Ａｈ：Ｋｉｋａｉ-Ａｋａｈｏｙａｔｅｐｈｒａ，Ｈｋ-Ｋｍ１～５：Ｈａｋｏｎｅ-Ｋａｍｉｙａｍａ１～５ｔｅｐｈｒａｓ，
ＡＴ：Ａｉｒａ-Ｔｎｔｅｐｈｒａ．
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３．箱根古期外輪山西斜面のテフラ層序
古期外輪山西斜面では，４層の中央火ロ丘起源の火砕流堆積物と３層の広域テフラ
（カワゴ平テフラ；ＫｗＰ，鬼界アカホヤテフラ；Ｋ-Ａｈ，姶良Ｔｎテフラ；ＡＴ）を確認
できる（Ｆｉｇ．２）．また，調査地域は富士火山の南西約：：！５ｋｍに位置することから，富士
火山起源の完新世～後期更新世テフラが多く分布するが，本論では特徴的な完新世テ
フラのみを記載する．なお本論で用いたテフラの名称は，町田（１９６４）と上杉（１９９０）
に従った．上位から各テフラの説明をする．

第 ２ 表 調 査 地 域 に お い て 確 認 で き る 広 域 テ フ ラ の 特 徴
Ｔａｂｌｅ２Ｍｉｎ（うｍｌｏｇｉｃａｌｃｌｌａｒａｃｔｅｒｓｏｆｗ旧ｅｓｐｒｅａｄｔｅ５ｐｈｒａｓｉｎｔｈｉｓｓｔｕｄｙａｒｅａ

Ｔｅｐｈｒａ Ｓｏｕｒｃｅｖｏｌｃａｎｏ ９ｌａｓｓｔｙｐｅ Ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅｌｎｄｅｘ

ＫｗＰ Ｋａｗａ９０ｄａｉｒａ ｐｍ，ｐｌ ９１ １．４９８-１．５０２

Ｋ-Ａｈ Ｋｉｋａｉ-Ｃａｌｄｅｒａ ｂｗ ９１ １．５１０-１．５１４

ＡＴ ーｒａ-Ｃａｌｄｅｒａ ｂｗ ９１ １．４９７-１．５０２

ｐｍ；軽石型，ｐｌ；厚板型，ｂｗ；バプル・ウォール型

富士Ｓ-１８，富士砂沢，富士Ｓ-１１テフラ（Ｓ-１８，Ｚｕ，Ｓ-１１）
富士Ｓ-１８テフラ（Ｓ-１８：上杉，１９９０），富士砂沢テフラ（Ｚｕ：町田，１９６４），富士

Ｓ-１１テフラ（Ｓ-１１：上杉，１９９０）は，カルデラ内の北部において，袴田（１９８１）がそ
れぞれＳ１，Ｓ２，Ｓ３と記載した富士火山起源の降下スコリアにあたる．特に，Ｚｕは富士
火 山 東 麓 か ら 南 麓 に か け て 広 く 分 布 す る こ と か ら こ の 地 域 の 重 要 な 指 標 テ フ ラ と 考 え
られている（宮地，１９８８）．長尾ゴルフ場（Ｌｏｃ．８２）において，ＺｕはＳ-１８の下位３０ｃｍ
の層準に，層厚３５ｃｍの暗灰色～黒色の降下スコリア（スコリアの平均最大粒径；
ＭＳ＝：Ｌ５ｍｍ）層として確認でき，その基底部には祖色の軽石（軽石の平均最大粒径；
ＭＰ＝５ｍｍ）が散在する岩相を示す．

カワゴ平テフラ（ＫｗＰ）
箱根スカイライン（Ｌｏｃ．９５）において，Ｓ-１１と後述する富士Ｓ-１０テフラにはさまれ

る層厚４ｃｍのローム中には，軽石型や厚板型の火山ガラスと若干のホルンブレンドを
含む白色降下軽石（軽石の平均最大粒径；ＭＰ＝２ｍｍ）が散在する（Ｆｉｇ．２）．この火山
ガラスの屈折率が１．４９８-１．５０２を示すことからカワゴ平テフラ（ＫｗＰ）に同定した（Ｔａ-
ｂｌｅ２）．ＫｗＰの噴出年代は，それに伴って噴出したカワゴ平火砕流堆積物に含まれる
炭化木片の１４Ｃ年代より２８３０±１２０ｙｒＢＰ岫ａＫ-５；２３：Ｋｉｌ；ｏｓｈｉａｎｄＥｎｄ０，１９６３），３２５０土
’７０ｙｒＢＰ（ＴＫ-１９１：葉室，１９７７），３３６０±１１０ｙｒＢＰ化ａＫ-１８３２４：嶋田・杉原，１９９６）

と報告されている．

富士Ｓ-１０テフラ（Ｓ-１０）
富士火山起源の発泡の悪い黒色の降下スコリアで，箱根スカイライン（Ｌｏｃ．９５）に

おいてＳ-１１の下位４ｃｍに層厚１７ｃｍ（ＭＳ＝１５ｍｍ）の明瞭な層として確認できる．Ｓ-１０は
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町田（１９６４）の仙石スコリア（ＳｇＳ）

箱根冠ケ岳テフラ（Ｈｋ-Ｋｎ）
箱根冠ケ岳テフラ（Ｈｋ-Ｋｎ）は，

神山北西部の山体崩壊（３１００±９０ｙｒ
ＢＰ（ＧａＫ-５２５６：大木・袴田，１９７５）
に よ り 馬 蹄 形 凹 地 内 に お いて ， 冠 ケ
岳 が 形 成 さ れ る 際 に 噴 出 し た プ レ ー
式 火 砕 流 堆 積 物 で あ る と 考 え ら れ
（大木・袴田，１９７５），箱根スカイ
ライン（Ｌｏｃ．９５）では，Ｓ-１０の下位
５ｃｍの層準に層厚１９ｃｍの暗灰色岩片
を 基 質 と し た 火 砕 流 堆 積 物 （ 岩 片 の
平均最大粒径；ＭＬ＝２ｊ５ｍｍ）として
確認できる．Ｈｋ４ｎは主に神山の北
西方向に分布し（Ｆｉｇ．３），噴出量
は５，９×１０９ｋｇ（Ｍ＝２．８，Ｍ；噴火マ
グニチュード：早川，１９９３）と推定
できる．大木・袴田（１９７５）は，
Ｈｋ-Ｋｎに含まれる炭化木片の１４Ｃ年
代を２９００土Ｔｔ００ｙｒＢＰ（ＧａＫ-５２５５）と
報告している（Ｔａｂｌｅ１）．

袴田（１９８１）のＳ４にあたる．

第 ３ 図 神 山 起 源 の 火 砕 流 堆 積 物 の 分 布
Ｆｉｇ．３．Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｍａｐｏｆｐｙｒｏｄａｓｔｉｃｆｌｏｗｄｅｐｏｓｉｔｓ

団ｋ-Ｋｎ，Ｉ-ｌｋぶｍｆ；，Ｈｋ４；Ｊｎ２りｆｒｏｎｌｌく：ａｍｉｙａｍａ

鬼界アカホヤテフラ（Ｋ-Ａｈ；６．３ｋａ）
箱根スカイライン（Ｌｏｃ．９５）において，Ｈｋ-Ｋｎの下位８０ｃｍの埋没黒色土中にバブル

ウォール型火山ガラスの濃集層準が認められる．この火山ガラスの屈折率が１．５１０-
１．５１４を示すことから，鬼界アカホヤテフラ（Ｋ-Ａｈ：町田・新井，１９９２）に同定した（
’ｒａｂｌｅ２）．噴出年代は６．３ｋａと考えられている（町田・新井，１９９２）．

箱根神山５，箱根神山３テフラ＜新称＞（Ｈｋ-Ｋｍ５汁ｌｋ-Ｋｍ３）
箱根神山５と箱根神山３テフラ（Ｈｋ-Ｋｍ５，Ｈｋ-Ｋｍ３）は，安山岩質玄武岩～安山岩塊
とその細粉，さらに若干の軽石から構成される火砕流堆積物である．
Ｈｋ４ｍ５は箱根スカイライン（Ｌｏｃ．９５）において，Ｋ-Ａｈの下位４０ｃｍに確認できる暗

灰色岩片を基質とした層厚４０ｃｍ以上の火砕流堆積物（ＭＬ＝２ｊ５ｍｍ）である．現在まで，
大木・袴田（１９７５）が深良川流域において冠ケ岳火砕流，上杉ほか（１９９２）が深良川
流域において深良川第１火砕流，長尾峠西側で長尾火砕流（７５６０±１９０ｙｒＢＰ：ＧａＫ-
１６１８５）と記載した火砕流堆積物は，層位および後述する１４Ｃ年代よりすべてＨｋぶｍ５に
対比されることが明らかになった（Ｔａｂｌｅ１）．この結果から，ＨｋＸｍ５は古期外輪山西
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斜面に広く分布することになり（Ｆｉｇ．３），１．０×１０１０ｋｇ（Ｍ＝３．０）といった噴出量が推
定できる．またＨｋ４ｌｎ３は，深良川流域（Ｌｏｃ．２０）において，ＡＴの上位約１５０ｃｍに層厚
８５ｃｍの暗灰色岩片を基質とした火砕流堆積物（ＭＬ＝１５０ｍｍ）として確認でき，上杉ほ
か（１９９２）の深良川第２火砕流に対応する（Ｔａｂｌｅ１）．今回の調査から，Ｈｋｘｍ３は神
山の北西麓に分布する火砕流堆積物に対比できることが明らかになり（Ｆｉｇ．３），噴出

量は７．６×１０９ｋｇ（Ｍ＝２．９）と推定できる．

姶良Ｔｎテフラ（ＡＴ；２５ｋａ）
深良川流域（Ｌｏｃ．７９）では，Ｈｋ-Ｋｍ５の下位２６０ｃｍの層準にパッチ状の淡黄色のガラ

ス 質 テ フ ラ を 確 認 で き る ． こ の 火 山 ガ ラス は バ ブル ウ ォ ー ル 型 を 示 し ， 屈 折 率 が
１．４９７-１．５０２と低いことから姶良Ｔｎテフラ（ＡＴ：町田・新井，１回見）に同定できる（
’ｒａｂｌｅ２）．池田ほか（１９９５）は，大隅降下軽石と入戸火砕流堆積物中に含まれる炭化

木片の１４Ｃ年代を２４，５１０±２２０ｙｒＢＰと報告している．

箱根神山１テフラ＜新称＞（Ｈｋ-Ｋｍｌ）
箱根神山１テフラ（Ｈｋ-Ｋｍ１）は，深良川流域圧ｏｃ．７９）において，ＡＴの下位７５ｃｍに

軽石を多く含む安山岩塊とその細粉から構成される火砕流堆積物として確認すること
ができ，上杉ほか（１９９２）によって深良川第３火砕流として記載されている（Ｔａｂｌｅ１）

４．結果と考察
今回の調査で記載した神山起源の火砕流堆積物のうち，Ｌｏｃ．１６，Ｌｏｃ，７５，１．ｚ）ｃ．７９，

Ｌｏｃ．８２で確認できる火砕流堆積物に含まれる計５点の炭化木片を採取し，名古屋大学年
代測定資料研究センターのタンデトロン加速器質量分析計を用いて１４Ｃ年代を測定した
（Ｔａｂｌｅ３）．１４Ｃ年代値の算出には，国際的に用いられているＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を
用い，試料の∂１３Ｃ値によって同位体分別効果を補正した（中村，１９９５；中村ほか，
１９９４）．また，測定誤差は１４Ｃの総計数に基づく統計誤差（±１（７）である．１４Ｃ年代の
測定結果について以下に示す．

第３表
Ｔａｂｌｅ３

火 砕 流 堆 積 物 に 含 ま れ る 炭 化 木 片 の １ ４ Ｃ 年 代
１４ＣｄａｔｅｓｏｆｃｈａｒｃｏａｌｆｒａｇｎｌｅｎｔｓｉｎＨｋ-Ｋｎ，Ｈｋ-Ｋｍ５ａｎｄＨｋ-Ｋｍ３．

Ｔｅｐｈｒａ Ｌｏｃａｌｉｔｙ δ１３Ｃ（‰） ’４Ｃａｇｅ（ｙｒＢＰ）
Ｌａｂ．ＮＯ．

Ｈｋ-Ｋｎ １６ 台ケ岳林道 -２６，９ ２７２０土７０ ＮＵＴＡ４８２７
Ｈｋ-Ｋｍ５ ７５ 深良川 -２５，５ ６８９０士８０ ｒ４ＵＴＡ４３８５

８２ 長尾ゴルフ場 -２７，８ ７０００土１００ ＮＵＴＡ４５１９
１６ 台ケ岳林道 -２５．７ ７１３０士９０ １ゝ ４ＵＴＡ４３３９

Ｈｋ-Ｋｍ３ ７９ 深良川 -２４．６ ２２，３３０土１７０ ＮＵＴＡ４５１６

台ケ岳林道（Ｌｏｃ．１６）で確認できるＨｋ-Ｋｎに含まれる炭化木片の１４Ｃ年代は，２７２０±
７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴｊ‘じ１８２７）であり，大木・袴田（１９７５）が報告した１４Ｃ年代（２９００±１００ｙｒ
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ＢＰ）とよく一致する．しかし，調査地域においてＨｋ-Ｋｎの上位に約５ｃｍのロームをは
さんで確認できるＫｗＰの噴出年代は，年代値のばらつきなどを考慮すると２．７～３．５ｋａ
の間にあると推定され，一方，ＫｗＰの下位のＨｋ，Ｋｎの噴出年代は２．７～３．０ｋａの間にある
と考えられる．ＫｗＰとＨｋ-Ｋｎの層位関係を考慮に入れると，ＫｗＰの噴出年代は，最近
の研究によって多く報告されている１４Ｃ年代（３．３ｋａ前後）よりも，むしろＫｉｌ；ｏｓｈｉａｎｄ
Ｅｎｄｏ（１９６３）が示した１４Ｃ年代（２８３０±１２０ｙｒＢＰ）に近いと考えられる．
古期外輪山西斜面に広く分布する火砕流堆積物のうち，深良川流域圧ｏｃ．７５）に分

布する火砕流堆積物（深良川第１火砕流：上杉ほか，１９９２）に含まれる炭化木片は６８９０
±８０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４３８５），長尾ゴルフ場圧ｏｃ．８２）に分布する火砕流堆積物（長尾火
砕流；７５６０±１９０ｙｒＢＰ（ＧａＫ-１６１８５）：上杉ほか，１９９２）から採取した炭化木片からは
７０００±１００ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４５１９）といった１４Ｃ年代が得られた（Ｔａｂｌｅ３）．これまで古期
外輪山西斜面を大規模に流下している火砕流はＨｋ -Ｋｎと考えられてきた（大木・袴田，
１９７５）が，本研究によって得られたＨｋ-Ｋｎの１４Ｃ年代（２７２０±７０ｙｒＢＰ）から，その対
比が誤りであることが明らかになった．台ケ岳林道圧ｏｃ．１６）におけるＨｋ-Ｉくｍ５に含
まれる炭化木片の１４Ｃ年代が７１３０±９０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４３３９）であることから（Ｔａｂｌｅ３），
深良川第１火砕流や長尾火砕流はＨｋｌくＬｍ５に対比されるものと考えられる（Ｔａｂｌｅ１）．
深良川流域（Ｌｏｃ．７９）において，Ｈｋ-Ｉぐｍ５に対比される火砕流堆積物の下位２６０ｃｍの

層準に確認できる火砕流堆積物（深良川第２火砕流：上杉ほか，１９９２）に含まれる炭化
木片の１４Ｃ年代は２２，３３０±１７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４５１６）と得られた（Ｔａｂｌｅ１）．一方，神山
北西麓の尾根は，神山の溶岩とそれを覆う厚い火砕流堆積物（２０，０００±１５９０ｙｒＢＰ；
ＧａＫ-５２５７：大木・袴田，１９７５）によって形成されており，この１４Ｃ年代が深良川第２火
砕流の１４Ｃ年代に比較的よく調和することから，Ｈｋ-Ｋｍ３は神山から北西方向に流下し，
カルデラ西縁を乗り越えて古期外輪山西斜面を流下したものと考えられる（Ｆｉｇ．３）．
ＨｋＸｍ１は，袴田（１９８１）の示した２８ｋａの火砕流堆積物（２８，２００土：１７００ｙｒＢＰ；ＧａＫ-

３６７４）に対比されるが，台ケ岳林道（Ｌｏｃ．１６）においてＡＴとＨｋ-Ｋｍ１の間には層厚
２２０ｃｍのロームがはさまれることから（Ｆｉｇ．２），調査地域におけるロームの堆積速度
を考慮すると，Ｈｋ-Ｋｍ３の噴出年代は３５ｋａ前後と考えられる．

５．まとめ
箱根カルデラ内では，神山起源の火砕流堆積物を６層（下位からＨｋ-Ｋｍ１～５μｋ-Ｋｎ）

確 認 で き る が ， こ れ ら の う ち 古 期 外 輪 山 西 斜 面 に 分 布 す る 中 央 火 口 丘 起 源 の 火 砕 流 堆
積物は，上位からＨｋ-Ｋｎ，Ｈｋｘｍ５，Ｈｋ-Ｋｍ３，Ｈｋ-Ｋｍ１に対応することが分かった．ま
た深良川流域において，現在までＨｋ-Ｋｎに対比されてきた火砕流堆積物はＨｋ-Ｋｍ５であ
り，Ｈｋ-１４；』１５が古期外輪山西斜面に広く分布していることが明らかにされたが，今回の
調査では，袴田（１９８１）が示した１２ｋａの神山火砕流に対応する堆積物を確認できな
かった．
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＜学会発表＞

小林淳・奥野充・中村俊夫（１９９６）箱根火山中央火口丘期の噴火活動史．日本火
山学会講演予稿集，１９９６年度秋季大会，伊豆大島，２Ｌ

小林淳（１寄席）箱根火山の最近５万年間の噴火活動に伴う地形発達．地球惑星科学関
連学会合同大会（日本第四紀学会，固有セッション），名古屋大学（愛知）．

小林淳・吉田浩（１９９７）箱根火山の最近５万年間の噴火史．地球惑星科学関連学会
合同大会（日本火山学会，固有セッション），名古屋大学（愛知）．

＜論文発表＞

小林淳・奥野充・中村俊夫（１９９７）箱根古期外輪山に分布する中央火口丘起源の
火砕流堆積物の１４Ｃ年代．火山，（投稿中）．
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